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前報で瀦はマウス嚇細1包と，S一二指1脚・麟聰　を取t’）10％F・・m・linで圃定しJS・’　・J〈後パラフイソ

について給鰍の2核細胞と1核細胞のRNA餓の　包肌51」の切片をつくり・S4k・・a　NR－M1乳剤で

変動を報告したが，鯛はさらに絶食後のRNA触　 DipPi・g灘行なし・同じよう｝こ4°Cで露出した・

変動について同様にマウ蝟蜘ll月趾＋二指捌・皮糸lll「　齢期間は73醐であった・SDX’1で20°C　5胴現

胞を用いて検討を試みた。　　　　　　　像し定惹水洗後，ヘマトキシリソ染色をfiS　Lた・

　　　　　　　　材料および方法　　　　　　 結果
　体重159の雄マウス15匹を5匹ずつ3群に分け各群　　　’Fi9・5－8は分離標本，　Fig．9－10は切片標本であ

に1，皿，Kの番号をつけた。食餌は毎朝9時3〔｝分か　　　るが分離標本ではRNAによる銀粒子は1核・2核細

ら10時までの30分間CLEA　CE－2の49を投与し一　　　胞ともに取り込みがみられ，切片標本でも銀粒子は同

週間基搬で馴らした後に，・H－U・idine　20’・・〃・　様｝こ各細胞に一様に取り込まれている・

体重を各群一斉に朝9時に腹腔内に注射し，1群は　　　　Table　1は胃労細胞における各実験群の各個体の銀

9時30分から10時までの30分閻食餌を投与し，III群，　　　粒子数であっ℃Fig・1はこれを実験群にまとめて図

皿群は食事を与えなかった。　　　　　　　　　　　　示したものである。これによると核，細胞質ともに皿

　第1群は午前10瞬30分に殺した。これは注射後1時　　　群すなわち注射後1時間ではあるが，給食後24時間を

間半，給食後1時間にあたる。第正群も同様に午前10　　il±f．過しているもので銀粒子数が減少していることがわ

時30分に殺した。これは給食していないので前日の紛　　　かる。Table　2はTable　1の要因分析であるがこれ

食からみると給食後24時間，注射後1時闘にあたる。　　　によるとA（処置，すなわち注射の有無と動物間のこ

第皿群は翌日の午前9時に殺した。これは給食後48時　　重園子），B（核の状態，すなわち1核か2核かの相

聞，注射後24時間にあたる。胃と十二指腸をNagata　　違），　C（部位，すなわち核か細胞質かの別）ともに

et　al．1）2）の方法で分離標本としSakura　NR－M1乳剤　　　1％の危険率で有意となっている。すなわち各時期と

を用いてDipping法でラジ才・オートグラフイーを　　　も1核細胞より2核細胞の取り込みが多いといえる。

行なった。露出は4°Cで195H間，現像はSDX－・1で　　　十二指腸上皮細胞を絨毛細胞（Villus　cel1）と陰脳

20DC　5分間，定着，水洗後，ヘマトキシリン・エオ　　　細胞（Crypt　cell）とに分けて観察すると，2核細飽

ジン染色を施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　は絨毛細胞にのみ存在する。そこで1核の絨毛細胞と

　各群とも1核細胞10個，2核細胞10個をat　random　　　2核の絨毛細月包，そして陰窩の細胞との三種の細胞に

に選びその銀粒子数を第えた。一一方，同一組織の一蔀　　　分類し，その各々について10個の細胞における銀粒子
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7able　1．　Mean　Grain　Coしmts　of　1｛）Mononucleate且11d　IO

　Binucleate　Cells　ill　the　Parietal　Cells　of　the　StoInachs

　　　　　　　of　Mice　after　Giving　3H－Uridine

Anima正　　　　Mononucleate　　　　　－　　．Bin鵬坤鮭＿＿＿＿＿＿t

　No．　　　　Nuc］eus　　　Cytoplasm　　　　Nuc王eus　　　Cytoplasm．．

　11　　　　30．2±10．0　　27．0土7．7　　　 35，2±14．1　　34．7±10，7

　12　　　　 8．8：ヒ2。2　　18．6土2．8　　　34，4±10．2　　24．0±8。1

　13　　　　　21，5土　5。2　　　33，8±12，2　　　　47．3土15．5　　　50．2土10，6

　14　　　　　28，5：ヒ13．4　　　38．7土12．1　　　　41．6±20．3　　　43．7±17．6

　15　　　　　18，1：ヒ　4，8　　　36．7ニヒ13．4　　　　32．6土17．7　　　38．1土1．0．7

　21　　　　　　21．4±10。3　　　42，3土14，7　　　　　38，0±1Z　8　　　36．1±17．6

　22　　　　　　　7．6：と　6．】　　　　9，0土　2，6　　　　　14，5土　4，8　　　11．5±　5．1

　23　　　　　　　7．8土　4．4　　　　10．3土　3．4　　　　　21，5：上　8．9　　　14．1±　6．5

　24　　　　　　12，1土　3．5　　　27、9±　7，9　　　　　34，8±12．2　　　33、9±13，3

　25　　　　　　8．9土3．0　　　16．4：ヒ7．3　　　　23．9こヒ11．8　　　26．9土14．1

　31　　　　　11．4土　4．4　　　46．1±20，5　　　　35，2±17，1　　　63，1±29．9

　32　　　　　17．5±11，8　　　34．3ニヒ17．1　　　　29．7±10．9　　　39。6土15．5

　33　　　　　　17．1土　6，5　　　42，6±　8．4　　　　　31．3ニヒ14．4　　　45，1：ヒ13．8

　3．1　　　　　　12．3土　3．2　　　　33，9二L　8，9　　　　　32．2±　8，9　　　42．8土15．4

　35　　　　11．2土3．2　　29．2土14．7　　　25．9±11．9　　37。5±1・LO
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F喧，1，　Histogram　showing　the　nLunber　of　graills　in　the　nucleus　and　the

　　　　　cytoplasm　of　the　parietac　1　cells　af亡er鼠iv三n93H－uridinc

T”b’e　2・FactQ「’女ｭ呈f　the　Data　Lis亡ed　を凱・れを・・bl・3，・・9・…示・た．

F、，t。，．　SS　DF　MS　　Fig・2によると搬に核，細包質ともに勝細ll包の

’A｝｝ P6288．18明r2　8144．。9・・　よう櫨・きりとした傾隙示さ漁いがTable　4
　　B　　　　lg187．42　　　1　　19187，42懸　　　　の要囚分析衷によるとA（処鷹と動物），　B（核形）は

　　C　　　　12558，08‘　　1　　12558，08xx　　　　1％の危険率で，　C（部位）は5％の危険率で有意と

AxB　　　330・51　　　2　　　16526　　　　なり，2核細胞は1核細胞よりも銀粒子の取り込みが

鍛l　ll翻　1羅：111：　多い・いえ・．
　　E　　　　　　　113041，61　　　　590　　　　　　191．60

｝－`BCπ…172519馳‘「再　　｝……　　　　　考察
　Abbreviation　to　tlle　table　　　　　　　　　　　．　　tl傍細胞（りRNA銀粧子4）取り込みは核，細胞質と

　　A：Treatment，　Animals　　　　　　　　　　　　もに1核細胞よりも2核細胞の方が多くなっている。

騰躍’ε輪，襟cleat°　　　1群…群・枇較・てみると“・，！l射・・糠殺す・㈹・

鼎：Significant　in　1％Level　of　Signifidance　　　同じであるが1群は給食，狂群は絶食であり，あきら
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Table　3．　Mean　Grain　Counts　of　10　Mon〔mucIeate　and　1〔｝Billudeate　cells　in　the

　　　　　Duodenal　Epithelial　Cells　of　Mice　after　Giving　3H－・Urtdine

A。im、1＿＿＿．．＿＿璽堕n°nucleatL＿＿一一　　Bi。。cl，at。
N。　＿」鯉し鍍lls－一．．．　一型1里ce11s－．・一一一…一　

一　　　　　　　Nucleus　　Cytoplasm　　　Nucleus　　Cytoplasm　　　　Nucleus　　Cytoplasm．

11　　　　　　12．9土　5．3　　25．3土16．0　　　12．5±　3．7　　16．1土　4，0　　　　　31．3±17．7　　21．4±　7．8

五2　　　　11．5±7°1　　6．3こヒ2．6　　　7．3±2，0　10．6±4．0　　　31．0±11．7　22，3土7．3

13　　　　　　　28，4土　9，6　　24，5±　6，5　　　　19．0±11．3　　25，2土15．2　　　　　　32．3土10．1　　25、0ニヒ24．9

14．　　　　23．4土12．5　　1L8±　4．0　　　10．5±　3．0　 14．6ニヒ　5．0　　　　25．9±　8．8　 28．2±10．9

15　　　　　30．1±12．2　　21．2±　8．7　　　16，1±　8．4　　19，3±　9．5　　　　　50．9土26、1　39．3：ヒ14．9

21　　　　　　39．5土15．5　　33．7±16．1　　　22．6ニヒ13，8　　33．1土13J2　　　　　47．1±29，3　　36．8土18．6

22　　　　　　13．1土　8．3　　　5，3土　3．0　　　　5，5±　　1．0　　　7．2±　2．0　　　　　46，0±15，1　　9．7±　3．0

23　　　　　　16．1土12。7　　　7．5土　4．4　　　　3，4±　3、0　　　5．6土　　L7　　　　　20，5±20．9　　13．0±　5．5

24　　　　18．8土5．2　14．6±5，7　　　9，5±5，1　14．6土4，5　　　25．1土10．1　21．6±7．｛｝

25　　　　　　26．6ニヒ14．2　　15．7±　5．9　　　　19，7±15．3　　16．9土　6，9　　　　　33．3土22，3　　23．2土　8．9

31　　　　　24，2ニヒ13．3　　22．6土　6．2　　　16．2±　7．3　　32．1ニヒ18．1　　　　　25．7土16，0　　25．1土　7．6

32　　　　　　40．3ニヒ　7．1　23．8土　7．8　　　13．8±　4．8　　31．2±　6．｛』｝　　　　44．8土18．3　　37，5：ヒ11．7

33　　　　　26．7：ヒ12，6　21．4：ヒ　6．8　　　28．4±13，4　43．2土14，5　　　　39．9土21．3　38．7±26．1

34　　　　　28．6土16．4　26．6土1（｝．4　　　25．7土13，4　38．6土16．1　　　　28．2土　9．1　22．9±　7．3

35　　　　　　24．3土　7．6　　18．4土　7。1　　　17．7土10．2　　24．4±11．7　　　　　28．4±10。8　　23．3土　8．5
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Table　4．　Factorial　Design　of　the　Deta　Listed　　　かに皿群の絶食群で取り込みが1威少している。

　　　　　　　　　in　Table　3・　　　　　　　　　　　　Table　2の凶子Aを95％の信頼係数で図示したのが

Factor　　　　SS　　　DF　　　MS　　　　　Fig・3で，これによると有意の差は給食と絶食による

H－－ s’一”狽煤h’”』｝「覇3．。9…楓7『「6薦蔚『 @ものであり，1　ll・／と腰の郵，はっきりしないヵミ，

　　　B　　　　16426．10　　　2　　8213，　05eeee　　　E群と］1群をみると皿群の取り込み増加は経時的な結

　　　C　　　　　576・00　　　1　　576・　00ve　　　果とみなされる。すなわちRNA合成は給食により昂

A・B　34818174　4　87°4・6騨　　進される。と蛎し，絶館で聴激蝋力llはないヵi
　A×1C　 15848．83　　2　792・L41懸　B×C　　　24135．15　　　2　　12067，ro8eeee　　　時間とともに取り込みが増加する。

　　　E　　　　103166．13　　886　　　116，44　　　　　三種に分類された十二指腸上皮細胞ではRNA銀粒

二葡CR｝彌薦「899－…一一 @一　子の取り込みは2核の絨毛細包＞i鋸細胞＞1核の絨
Abbrevi。ti。n。，。　th，，al。，。、　i。　T。bl。2．　　毛細泡・）［1魔多く膀弄・II1胞i司様口［群の絶食君網邸

　　w：Significant　in　5タ6　Level　Qf　Signiflcance　　　　　力二み．られる。
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　the　facor　A（Table　2）in　95％collfi（lence　　　　the　factor　A（Table　4）ill　95％co！、fidence

　　　　　　　　coefficienし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　coeff五ciellt

Table　4の因子Aを95％の信頼係数で図示したのが　　者の今剛の実験は条件が異なり腸上皮の再生移動は，

Fig，4で1群の給食群と∬群の絶食群との間に有意　　　はっきりしなかったが絶食後の影響について比較検討

の差がみられる。すなわち十二指腸上皮細胞のRNA　　を試みている。

合成は給食により昂進され，絶食群でもRNA銀粒子　　　　放射性のRNA前駆物質を用いた研究によると銀粒

の取り込みは時間とともに増加することを示してい　　子は最初は核小体と核に現われ，次いでこれが細胞質

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中に出現するといわれる（Amano　and　Leblond10），

鵬村3）4）のラッテ胃労細胞，近藤5）の十二指陽上皮細　　　Harrls　et　al・11），　Chbvremonti2））。前駆物質の核小体

胞｝こおける研究では食後2核細胞数が増加し，この増　　　への取り込みはしかしながら投与後きわめて短時間後

加は細胞機能と密接な関係にあると報告している。著　　　に起こるものであるから，今回の実験のように注射

蕎の今回のRNA合成についての研究では上記の論文　　　後1時間における観察では放獺生物質の細胞質への放

に述べられたような2核細胞数の増減は検索していな　　　出がすでにかなりおこっていて，核と細胞質における

いがおそらくRNA合成と2核細胞数の増減との間に　　銀粒子数の間には明確な差異は認められなかったが，

は密接な関連があるものと考えられる。名和6）の胃労　　　それでも両者の間には推計学的に有意の差が示され

細胞と十二指腸上皮細胞における給食後のRNA合成　　　た。

の報告によると2核細胞のRNA含成は1核細胞より　　　組織培養細胞における2核細胞とRNA，　DNA合成

盟んであり胃労細胞では給食後RNA合成は漸増して　　　に関する報告はほとんどみられないが，名和13），　Na－一

再給食により蓄積されたRNAが消費され，新らたに　　　gata　and　Nawa14）の報．告によるとRNAI　DNA合成

合成が行なおれる。また十二指腸上皮細胞では陰窩細　　　ともに1核細胞よりも2核細胞の方が多く，細胞増殖

胞の絨毛側への再生移動を報告している，，Omochi　et　　の盛んな時にRNA，　DNA銀粒子の取り込みが増大す

al・？）・Nagata8），柴田9）も同様の報告をしている。著　　　る。また名和15）の顕微分光測光法で定量した肝細胞
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DNA量に関する報告によると，肝2該細胞は肝機　　　RNA合成の低下をみた。すなわち給食によりRNA

能昂進の時に増加し同時に2核紐1胞のDNA量もま　合成が促進されたと考える・絶食群では胃労細胞，＋

た1核細胞のそれにくらべて増加する。このように　　　二指腸上皮細胞ともに・経時的に銀粒子数は増加1し

RNAおよびDNA合成は1核細胞に．比較して2核細　　　　た。

犠撫撫灘繍砦1よそれぞ灘灘灘1隻灘欝襲謹・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本文の要旨は昭和42年第72回日本解剖学会総会（名
　　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　占屋）において発表した。

　留勢細胞の3H－－Uridineの取り込みは核，細胞質と

もに1核細胞よりも2核細胞の方力・多く，織群（1）　　　　　文献
と絶食群（fl）を比較すると絶食群では1核細胞，　　　1）Nagata，　T．，　Shibata，0。　and　Omochi，　Sh．：A

2核細胞ともにRNA合成が低下しているが，この事　　　　new　method　for　radioautographic　observation

は給食によりRNA合成が促進されることを示してい　　　　on　isolated　cells・Histochemie・2：255・1961

る。なお絶食群でも時間の経過とともi・，・H－U・idi・・　2）永田｛！看士・柴田治・名和澄灘1…・ラジオーオート

の取り込みが増加する。　　　　　　　　　　　　　　　　　グラフ多盤作製のための簡便法，解剖誌，42：

　十二指腸上皮細胞の3H－Uridineの取り込みは2核　　　　162，1967

絨毛細胞〉陰窩細胞＞1核絨毛細胞のll阯なり給食群　3）島村和夫喰餌によるラ・テ階細胞の細胞分裂

にくらべて絶食群では三種の細胞ともにRNA合成の　　　　数の変動，解剖誌33：358・1958

低下をみる。絶食群では胃勢細胞と同様に経暁的に銀　　　D島番・f和夫；食餌の相違による労細胞の無糸分裂数

粒子の取り込みは増加する。このように絶食，給食群　　　　　および二核細胞数の変動，信州医誌、10：228，

ともに胃労細胞，十二指腸上皮細胞では1核細胞より　　　　1961

も2核細胞の方がRNA合成が盛んであり給食により　　　5）近藤恒二郎：腸円柱上皮における細胞分裂に関す

1核細胞，2核糸II1胞ともにRNA合成が　雌され，絶　　る粥セ，皿給餓｝こおけるラ・テのll朋柱一ヒ皮

食により逆に低下を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　細胞，鰹剖誌，35：487，1960

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）名和澄黄雄：給食後のマウス胃勢細胞と十二指腸

　　　　　　　　　　総　　括　　　　　　　　　　　　　　上皮細胞のRNA合成に関するラジオオートグラ

　給食と絶食後の胃労細胞と十二指腸上皮細胞のRN　　　　フ的研究　ことに2核細胞について，信州医誌

A合成を比較検討するために体重15チのマウス（雄）　　　　16：654，1967

に一週間基礎食を与え，3H－Uridine　20ptc／　9体重を　　　7）Omochi・Sh・・Nagata・T・・Shibata・　O・and　Nawa・

腹腔内に注射した。　1群（注射後1時間半，給食後　　　　　T・：Autoradiographisc工le　Studien　ttber　die

1時間），MP￥（注射後1時間半，給食後24時間），1旺　　　　RNS－－Synthese　in　Clen　Verdauungso「ganen　de「

群（注射後24時間，給食後48時間）に分けそれぞれ　　　　Mtiuse　mit　Besonderer　Berticksichtigung　auf

分離標本を作製して，Sakura　NR－M1乳剤を用いて　　　　　Zweikernige　Zellen・Arch・histoL　jap・・27：

DipPing法でラジオ・オートグラフイーを行ない，各　　　’　545・1966

々の細胞10個をとって，取り込まれた銀粒子数を籏え　　　8）Nagata・T・；Aradloautographic　study　oll　the

た。　　、　　　　　　　　　　RNA・y・th・si・i・hepatic　and　the　i・t・・ti・al
　胃労細胞の3H－Uridineの取り込みをみると銀粒子　　　　epithelial　cells　of　mice　after　feeding・with

数は各群ともに1核細胞より2核細胞の方が多く，給　　　　　special　reference　binuclearity・Med・J・Shin『

食群と絶食群を比較すると1核細胞，2核細胞ともに　　　　shu　Univ．，11：49，1967

絶食群の方が銀粒子数が少なかった。すなわち給食に　　　9）柴田　治：給食後のマウス膵臓細胞と回腸上皮細

よりRNA合成が促進されたと考えられる。　　　　　　　　胞のRNA合成のラジオri’　一一トグラフ的研究，特

　十二指腸上皮細胞では細胞を2核の絨毛細胞，1核　　　　　に2核細胞について，信州医誌，16；843，1967

の絨毛細胞，陰窩細胞の三穣類に分けると，3H－Uri－　　10）Amano，　r＞L　and　Leblond，　C，　P．：Compari　g．　on

dineの取り込みは各時期とも2核絨毛細胞〉陰窩細　　　　。f　the　specific　activity　time　curves　of　rib。一

胞＞1核絨毛細胞の順であったQ給食，絶食の影響を　　　　　Ilucleic　acid　in　cllromatin，　nucleolus　and　cyto一

みると胃労細胞と同様に三種の細胞ともに絶食群で　　　　plasm，　Exp．　Cell　Res”20：2「oO，1960
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                                                       EXPLANATION OF FtGURES

               ABSTRACT Fig. s. A labelled binucleatc parietal cell frem
   An attempt i: made in this paper to dccicle an animal sacrificecl 1}.4... hours after the in-

the difference of RNA ."Jynthesis betwccn the jlcction, 1 hour after the feeding, ×1100
binucleatc ancl n:･ononucleate cells ef bvth tl:e Fig. 6. A labelled iuononucleate parietal cell of

stomach and the duodcnum of the mou[e after the same animal as in Fig. 5. ×1100

starvation. Fig 7. Alabelled binucleate duodenal cell from
   Fifteen mice wcre injected simultancously at the same animal as in Fig., 5. ×1100
9a. m. with 20Ftc!g, body weight of 3H-uridine Flg, 8. A labelled mononttcleatc duodenal cell

intraperitoneally ancl clivided into 3 groups, ']rhe from the same aiiimal as in Fig; 7(V : Villus

animals of I group were fad 1 hour later ancl cell, C:Crypt cell) ×1100
sacrificed IYL, hours iater, The anitnals of fl and Fig. 9. A section of the stomach from an･ animal

M groups were not fed on the day. The ani!nals sacrificed llrt, hours, 24 hours after the

of ll group were sacrificed IYa hcurs later, feeding. ×850
while the animals of M group wcre sacrificed 24 Fig･10･ A Section of the duedenum from the

hours later. Same animal as in Fig. 9, xllOO
   The tlssues were processecl by the method '
of Nagata et aL using NR-Ml (Sakura) autoL . ,' , ,
radiographic emulsion for clipping and exposecl for

195 days,

   In the parietal cells of the stomach incorpo-

rationof3H-uridinewas greater in the binucleate ,
cells than in the mononucleate cel!s, As for the , /
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